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153 1970年代における朝鮮民主主義人民共和国の国連外交

一
九
七
〇
年
代
に
お
け
る
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
の
国
連
外
交

――
安
全
保
障
政
策
や
対
米
外
交
政
策
と
の
関
係
――

宮　

本　
　

悟

は
じ
め
に

二
〇
〇
六
年
一
〇
月
一
四
日
に
国
連
安
全
保
障
理
事
会
の
決
議
に
よ
っ
て
経
済
制
裁
が
課
せ
ら
れ
た
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
（
以

下
、
北
朝
鮮
）
は
、
比
較
的
新
し
い
国
連
加
盟
国
で
あ
る
。
北
朝
鮮
の
国
連
加
盟
が
国
連
総
会
で
承
認
さ
れ
た
の
は
、
経
済
制
裁
が
課
せ
ら

れ
る
一
五
年
前
の
一
九
九
一
年
九
月
一
七
日
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
以
前
に
お
い
て
北
朝
鮮
が
国
連
と
全
く
関
係
が
な
か
っ
た

わ
け
で
は
な
い
。
北
朝
鮮
は
、
国
連
加
盟
以
前
で
あ
る
一
九
七
〇
年
代
に
も
、
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
資
格
に
よ
っ
て
国
連
総
会
に
参
加
し
て
い
た

こ
と
が
あ
る
。
し
か
も
、
当
時
、
北
朝
鮮
は
自
ら
の
要
求
を
反
映
し
た
決
議
案
を
国
連
総
会
で
可
決
さ
せ
る
こ
と
に
も
成
功
し
た
。
な
ぜ
、

北
朝
鮮
は
、
非
加
盟
国
で
あ
っ
た
一
九
七
〇
年
代
に
積
極
的
な
国
連
外
交
を
行
っ
た
の
か
。

日
本
や
米
国
で
は
、
一
九
七
〇
年
代
の
北
朝
鮮
の
国
連
外
交
に
つ
い
て
研
究
さ
れ
な
か
っ
た
が
、
韓
国
で
は
金
根
植
の
研
究
）
1
（

や
全
正
煥
の

研
究
）
2
（

、
朴
在
栄
の
研
究
）
3
（

が
あ
る
。
彼
ら
は
、
一
九
七
〇
年
代
に
お
け
る
北
朝
鮮
の
国
連
外
交
の
目
的
を
、
国
連
に
お
け
る
北
朝
鮮
へ
の
支
持

を
高
め
て
統
一
を
有
利
に
進
め
よ
う
と
す
る
朝
鮮
半
島
統
一
政
策
と
し
て
論
じ
た
。
そ
の
論
に
つ
い
て
は
、
研
究
者
の
間
で
も
お
そ
ら
く
異
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論
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

し
か
し
、
統
一
政
策
だ
け
で
、
北
朝
鮮
の
国
連
外
交
を
説
明
す
る
に
は
難
し
い
部
分
も
あ
る
。
ま
ず
、
北
朝
鮮
の
国
連
外
交
は
安
全
保
障

政
策
の
一
面
も
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
一
九
七
五
年
一
一
月
一
八
日
に
第
三
〇
回
国
連
総
会
本
会
議
で
可
決
さ
れ
た
北
朝
鮮
側
の
決
議
案

は
、
在
韓
国
連
軍
司
令
部
の
解
体
や
そ
の
指
揮
下
の
在
韓
米
軍
（
在
韓
国
連
軍
）
の
撤
収
、
朝
鮮
戦
争
停
戦
協
定
を
平
和
協
定
に
代
え
る
こ

と
な
ど
、
ほ
と
ん
ど
が
安
全
保
障
に
関
係
し
た
内
容
で
あ
る
。
統
一
に
関
し
て
は
、
平
和
的
統
一
を
促
進
す
る
こ
と
が
触
れ
ら
れ
て
い
る
程

度
に
過
ぎ
な
い
。

さ
ら
に
、
北
朝
鮮
側
の
決
議
案
は
、
安
全
保
障
だ
け
で
な
く
、
対
米
外
交
に
も
関
係
し
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、
一
九
七
六
年

に
国
連
外
交
を
中
止
し
た
理
由
か
ら
も
明
ら
か
と
な
る
。
一
九
七
六
年
九
月
二
一
日
に
開
催
さ
れ
た
第
三
一
回
国
連
総
会
で
北
朝
鮮
側
は
決

議
案
を
撤
回
し
て
国
連
外
交
を
中
止
し
た
が
、
そ
の
理
由
は
第
三
〇
回
国
連
総
会
で
可
決
さ
れ
た
北
朝
鮮
側
の
決
議
案
を
米
国
が
守
ら
な
い

た
め
と
説
明
し
、
米
国
へ
の
批
判
を
浴
び
せ
た
。
従
っ
て
、
北
朝
鮮
が
国
連
外
交
を
推
進
し
た
の
は
、
統
一
政
策
の
み
な
ら
ず
、
安
全
保
障

政
策
や
対
米
外
交
政
策
に
よ
る
と
こ
ろ
も
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
ま
た
、
北
朝
鮮
に
お
い
て
は
安
全
保
障
政
策
と
対
米
外
交
政
策
が
結
び
つ

い
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
よ
う
。

し
か
も
、
第
三
〇
回
国
連
総
会
で
可
決
さ
れ
た
在
韓
米
軍
の
撤
収
や
停
戦
協
定
を
平
和
協
定
に
代
え
る
こ
と
は
、
現
在
で
も
北
朝
鮮
が
米

国
に
対
し
て
要
求
し
て
い
る
こ
と
で
も
あ
る
。
北
朝
鮮
の
国
連
外
交
の
目
的
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
は
、
現
在
に
至
る
北
朝
鮮
の
対
米
外
交

の
目
的
を
検
討
す
る
上
で
も
重
要
に
な
っ
て
こ
よ
う
。

し
か
し
、
北
朝
鮮
の
安
全
保
障
政
策
や
対
米
外
交
政
策
の
視
点
か
ら
一
九
七
〇
年
代
の
国
連
外
交
を
論
じ
た
研
究
は
な
い
。
そ
こ
で
、
本

稿
で
は
、
国
連
外
交
が
始
ま
る
ま
で
の
北
朝
鮮
の
安
全
保
障
政
策
と
外
交
政
策
に
つ
い
て
論
じ
た
後
、
北
朝
鮮
が
国
連
に
お
い
て
推
進
し
た

外
交
の
推
移
を
検
討
す
る
こ
と
で
、
安
全
保
障
政
策
や
対
米
外
交
政
策
の
側
面
か
ら
北
朝
鮮
の
国
連
外
交
の
目
的
を
明
ら
か
に
し
た
い
。
さ

ら
に
、
北
朝
鮮
の
国
連
外
交
に
お
け
る
対
米
外
交
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
も
検
討
し
、
一
九
七
〇
年
代
の
国
連
外
交
が
現
在
に
お
け
る
北
朝
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155 1970年代における朝鮮民主主義人民共和国の国連外交

鮮
の
対
米
外
交
に
ど
の
よ
う
に
関
係
し
て
い
る
の
か
に
も
触
れ
て
お
き
た
い
。

1
．
国
連
外
交
以
前
の
北
朝
鮮
の
安
全
保
障
政
策

第
三
〇
回
国
連
総
会
で
可
決
さ
れ
た
朝
鮮
問
題
に
関
す
る
北
朝
鮮
側
の
決
議
案
の
内
容
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

一
．「
国
連
軍
司
令
部
」
を
解
体
し
、
国
連
旗
の
下
に
南
朝
鮮
に
駐
屯
す
る
全
て
の
外
国
軍
を
撤
退
さ
せ
る
必
要
が
あ
る
と
見
な
す
。

二
．「
国
連
軍
司
令
部
」
を
解
体
し
、
国
連
旗
の
下
に
南
朝
鮮
に
駐
屯
す
る
全
て
の
外
国
軍
を
撤
退
さ
せ
る
こ
と
と
関
連
し
て
、
緊
張
を
緩

和
し
、
朝
鮮
の
平
和
を
維
持
お
よ
び
強
化
す
る
措
置
と
し
て
、
朝
鮮
戦
争
停
戦
協
定
を
平
和
協
定
に
代
え
る
こ
と
を
実
際
の
当
事
者
に

呼
び
か
け
る
。

三
．
南
北
朝
鮮
は
、
南
北
共
同
声
明
の
原
則
を
守
り
、
軍
事
力
強
化
を
止
め
、
双
方
の
軍
隊
を
同
水
準
に
大
幅
に
引
き
下
げ
、
武
力
紛
争
を

防
ぎ
、
相
手
側
に
対
す
る
武
力
行
使
を
行
わ
な
い
こ
と
を
保
障
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
軍
事
対
決
を
な
く
し
、
朝
鮮
の
永
続
的
な
平
和
を

維
持
し
、
そ
し
て
、
国
家
の
独
立
的
で
平
和
的
な
再
統
一
の
促
進
に
貢
献
す
る
こ
と
を
促
す
）
4
（

。

決
議
案
の
ほ
と
ん
ど
が
安
全
保
障
に
関
す
る
内
容
で
あ
る
。
し
か
も
、
一
項
と
二
項
は
、
韓
国
に
軍
隊
を
駐
屯
さ
せ
て
い
る
米
国
に
対
す

る
要
求
で
も
あ
る
。
第
二
項
に
あ
る
「
実
際
の
当
事
者
」
と
は
、
米
国
を
意
味
し
て
い
る
）
5
（

。
こ
の
決
議
案
か
ら
は
、
北
朝
鮮
が
、
安
全
保
障

政
策
や
対
米
外
交
政
策
と
し
て
国
連
外
交
を
推
進
し
た
こ
と
が
窺
え
る
。
ま
た
、
北
朝
鮮
で
は
、
安
全
保
障
政
策
と
対
米
外
交
政
策
が
結
び

つ
い
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
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し
か
し
、
国
連
外
交
が
始
ま
る
以
前
の
北
朝
鮮
の
安
全
保
障
政
策
は
、
対
米
外
交
と
結
び
つ
い
て
い
な
か
っ
た
。
北
朝
鮮
で
は
、

一
九
五
〇
年
六
月
二
五
日
に
勃
発
し
た
朝
鮮
戦
争
か
ら
米
国
を
軍
事
的
な
脅
威
と
考
え
て
い
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
で
あ
る
。
一
九
五
三
年

七
月
二
七
日
に
朝
鮮
人
民
軍
や
中
国
人
民
志
願
軍
と
国
連
軍
の
間
に
停
戦
協
定
が
締
結
さ
れ
た
後
で
も
、
北
朝
鮮
で
は
米
国
か
ら
の
攻
撃
が

懸
念
さ
れ
て
い
た
。
北
朝
鮮
の
最
高
指
導
者
で
あ
っ
た
金
日
成
は
、
停
戦
に
際
し
て
行
っ
た
国
民
に
対
す
る
演
説
で
、
停
戦
に
よ
っ
て
米
国

が
北
朝
鮮
を
攻
撃
す
る
可
能
性
が
な
く
な
っ
た
こ
と
を
意
味
す
る
の
で
は
な
い
と
語
っ
た
）
6
（

。
さ
ら
に
、
停
戦
後
も
国
連
軍
で
も
あ
る
米
軍
が

韓
国
に
駐
屯
す
る
こ
と
が
一
〇
月
一
日
に
締
結
さ
れ
た
米
韓
相
互
防
衛
条
約
に
よ
っ
て
確
実
と
な
り
、
北
朝
鮮
に
と
っ
て
脅
威
と
な
っ
た
。

北
朝
鮮
で
在
韓
米
軍
が
恐
れ
ら
れ
た
理
由
の
一
つ
に
、
核
攻
撃
が
あ
る
。
金
日
成
も
そ
れ
を
言
及
し
た
こ
と
が
あ
る
。
朝
鮮
戦
争
中
に
米

国
に
よ
る
核
攻
撃
を
恐
れ
て
多
く
の
住
民
が
南
に
逃
れ
た
こ
と
を
金
日
成
は
、
一
九
六
〇
年
八
月
二
五
日
に
行
っ
た
軍
人
た
ち
と
の
談
話
の

中
で
認
め
た
）
7
（

。
し
か
も
、
停
戦
後
、
米
国
は
核
兵
器
を
韓
国
に
搬
入
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
一
九
五
七
年
五
月
二
二
日
に
ド
ワ
イ
ト
・
ア
イ

ゼ
ン
ハ
ワ
ー
米
大
統
領
が
記
者
会
見
で
核
兵
器
を
朝
鮮
半
島
に
供
給
す
る
こ
と
を
考
慮
し
て
い
る
と
示
唆
し
た
）
8
（

。
北
朝
鮮
の
外
務
省
は
五
月

三
〇
日
に
声
明
を
発
表
し
て
、
米
国
が
朝
鮮
半
島
に
核
兵
器
を
持
ち
込
む
こ
と
を
批
判
し
た
）
9
（

。
し
か
し
、
六
月
二
一
日
に
国
連
軍
側
は
、
核

兵
器
を
含
む
新
兵
器
を
朝
鮮
半
島
に
導
入
す
る
こ
と
を
禁
じ
た
停
戦
協
定
の
条
項
は
無
効
と
な
っ
た
と
宣
言
し
、
在
韓
米
軍
に
核
兵
器
が
装

備
さ
れ
る
こ
と
が
確
実
と
な
っ
た
）
10
（

。

在
韓
米
軍
に
対
抗
す
る
た
め
の
北
朝
鮮
の
安
全
保
障
政
策
が
、
中
ソ
に
よ
っ
て
守
っ
て
も
ら
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
朝
鮮
戦
争
が
停
戦
し
た

後
も
、
中
国
人
民
志
願
軍
が
北
朝
鮮
に
駐
屯
し
て
、
米
国
か
ら
の
攻
撃
に
備
え
て
い
た
。
中
国
人
民
志
願
軍
が
北
朝
鮮
に
駐
屯
し
て
い
た
こ

と
は
、
中
国
だ
け
で
は
な
く
、
中
国
と
軍
事
同
盟
関
係
が
あ
っ
た
ソ
連
も
北
朝
鮮
を
守
っ
て
い
る
こ
と
を
意
味
し
た
。
中
国
人
民
志
願
軍
の

存
在
は
、
中
ソ
と
の
軍
事
同
盟
の
代
わ
り
に
な
っ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

中
ソ
に
守
っ
て
も
ら
う
こ
と
は
、
ソ
連
の
核
の
傘
に
入
る
こ
と
で
も
あ
っ
た
。
金
日
成
は
、
核
の
傘
に
入
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
米
国
の
核

攻
撃
を
未
然
に
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
こ
と
を
理
解
し
て
い
た
。
一
九
六
七
年
六
月
二
〇
日
に
金
日
成
は
、
朝
鮮
戦
争
や
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
で
米
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国
が
核
兵
器
を
使
え
な
か
っ
た
理
由
を
、
米
国
が
核
兵
器
を
使
え
ば
す
ぐ
ワ
シ
ン
ト
ン
や
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
ソ
連
の
核
兵
器
が
飛
ん
で
く
る

た
め
で
あ
っ
た
と
語
っ
た
こ
と
が
あ
る
）
11
（

。
金
日
成
は
、
在
韓
米
軍
に
よ
る
核
攻
撃
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
に
、
安
全
保
障
政
策
と
し
て
ソ
連
の

核
の
傘
に
入
る
よ
う
に
し
た
と
い
え
よ
う
。

た
だ
し
、
北
朝
鮮
が
、
中
ソ
と
の
間
で
実
際
に
軍
事
同
盟
を
締
結
し
た
の
は
一
九
六
一
年
に
な
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
中
ソ
と
の

軍
事
同
盟
の
代
わ
り
に
な
っ
て
い
た
中
国
人
民
志
願
軍
が
朝
鮮
半
島
か
ら
撤
退
し
た
こ
と
に
起
因
す
る
）
12
（

。
一
九
五
八
年
末
ま
で
に
中
国
人

民
志
願
軍
が
朝
鮮
半
島
か
ら
撤
退
す
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
金
日
成
と
中
国
国
務
院
総
理
で
あ
る
周
恩
来
の
共
同
声
明
が
一
九
五
八
年
二

月
一
九
日
に
発
表
さ
れ
た
）
13
（

。
三
月
一
一
日
に
中
国
人
民
志
願
軍
歓
送
大
会
が
開
催
さ
れ
、
中
国
人
民
志
願
軍
の
撤
退
が
三
月
一
五
日
か
ら
始

ま
っ
た
）
14
（

。
中
国
人
民
志
願
軍
で
最
後
ま
で
朝
鮮
半
島
に
残
っ
て
い
た
中
国
人
民
志
願
軍
司
令
部
が
平
壌
を
離
れ
た
の
は
一
〇
月
二
五
日
で

あ
っ
た
）
15
（

。
中
国
人
民
志
願
軍
が
朝
鮮
半
島
か
ら
撤
収
し
始
め
る
と
、
軍
事
同
盟
を
締
結
す
る
た
め
の
交
渉
が
ソ
連
と
始
ま
っ
た
）
16
（

。

一
九
六
一
年
七
月
六
日
に
北
朝
鮮
と
ソ
連
の
間
で
「
友
好
協
力
お
よ
び
相
互
援
助
に
関
す
る
条
約
」
が
締
結
さ
れ
た
。
さ
ら
に
七
月
一
一

日
に
は
北
朝
鮮
と
中
国
の
間
で
「
友
好
協
力
お
よ
び
相
互
援
助
に
関
す
る
条
約
」
が
締
結
さ
れ
た
）
17
（

。
両
条
約
で
は
、
北
朝
鮮
が
米
国
か
ら
攻

撃
を
受
け
る
と
、
ソ
連
や
中
国
が
自
動
的
に
北
朝
鮮
を
支
援
す
る
こ
と
が
定
め
ら
れ
た
。
中
ソ
に
守
ら
れ
て
い
る
北
朝
鮮
は
、
対
米
関
係
の

発
展
に
よ
っ
て
安
全
保
障
を
求
め
る
必
要
は
な
か
っ
た
。
朝
鮮
戦
争
停
戦
後
に
お
け
る
北
朝
鮮
で
は
、
対
米
関
係
を
発
展
さ
せ
る
の
で
は
な

く
、
中
ソ
と
の
関
係
を
発
展
さ
せ
る
こ
と
が
安
全
保
障
政
策
に
な
っ
て
い
た
と
い
え
よ
う
。

2
．
中
ソ
対
立
と
国
連
外
交
の
始
ま
り

中
ソ
と
の
軍
事
同
盟
は
安
定
し
な
か
っ
た
た
め
、
北
朝
鮮
は
安
全
保
障
政
策
の
変
更
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
き
た
。
一
九
六
二
年
に
北
朝
鮮
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は
、
従
来
の
安
全
保
障
政
策
を
変
更
し
た
が
、
そ
れ
は
キ
ュ
ー
バ
危
機
と
日
韓
国
交
正
常
化
を
目
的
と
す
る
日
韓
会
談
の
進
展
に
起
因
す

る
。
ソ
連
が
キ
ュ
ー
バ
に
ミ
サ
イ
ル
基
地
を
建
設
し
て
い
る
と
断
定
し
た
米
国
が
、
一
九
六
二
年
一
〇
月
二
二
日
に
キ
ュ
ー
バ
の
海
上
封
鎖

を
宣
言
す
る
と
、
一
〇
月
二
八
日
に
ソ
連
の
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
首
相
は
キ
ュ
ー
バ
に
あ
る
ミ
サ
イ
ル
の
解
体
と
撤
去
を
発
表
し
た
。
キ
ュ
ー
バ

の
ミ
サ
イ
ル
を
め
ぐ
る
ソ
連
の
行
動
は
、
米
国
か
ら
攻
撃
さ
れ
て
も
ソ
連
が
北
朝
鮮
を
支
援
し
な
い
可
能
性
を
示
し
た
）
18
（

。
北
朝
鮮
で
危
機
感

が
高
ま
っ
た
こ
と
は
、
一
一
月
二
九
日
か
ら
一
二
月
五
日
ま
で
軍
事
代
表
団
を
ソ
連
に
送
っ
た
こ
と
か
ら
も
明
ら
か
で
あ
っ
た
）
19
（

。

さ
ら
に
、
約
一
〇
年
に
わ
た
っ
て
進
展
が
な
か
っ
た
日
韓
会
談
が
、
一
九
六
二
年
一
〇
月
二
一
日
と
一
一
月
一
二
日
に
日
本
の
大
平
正
芳

外
相
と
韓
国
の
金
鍾
泌
中
央
情
報
部
部
長
が
会
談
し
た
こ
と
で
、
早
期
妥
結
の
可
能
性
が
高
ま
っ
た
）
20
（

。
一
二
月
一
三
日
に
北
朝
鮮
政
府
は
、

米
国
が
日
米
韓
の
軍
事
同
盟
を
形
成
す
る
た
め
に
日
韓
会
談
を
推
進
し
て
い
る
と
日
韓
会
談
を
批
判
し
た
声
明
を
初
め
て
発
表
し
た
）
21
（

。
日
韓

会
談
の
進
展
に
よ
っ
て
、
北
朝
鮮
で
は
、
日
米
韓
が
一
体
と
な
っ
て
将
来
攻
撃
し
て
く
る
可
能
性
が
あ
る
と
い
う
危
機
意
識
が
高
ま
っ
た
と

い
え
よ
う
。

北
朝
鮮
で
は
、
一
九
六
二
年
一
二
月
一
〇
日
か
ら
一
四
日
ま
で
開
催
さ
れ
た
朝
鮮
労
働
党
中
央
委
員
会
第
四
期
第
五
次
全
員
会
議
で
、

「
人
民
経
済
発
展
に
一
部
制
約
を
受
け
て
も
、
ま
ず
国
防
を
強
化
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
決
定
し
た
）
22
（

。
そ
れ
は
、
中
ソ
と
の
軍
事
同
盟

を
前
提
と
し
た
安
全
保
障
政
策
を
変
更
し
、
経
済
発
展
を
犠
牲
に
し
て
で
も
独
自
の
軍
事
力
強
化
を
優
先
さ
せ
る
こ
と
を
意
味
し
た
。
軍
事

同
盟
を
前
提
と
し
た
安
全
保
障
政
策
だ
け
に
頼
る
こ
と
は
難
し
い
と
北
朝
鮮
で
は
断
定
し
た
と
い
え
よ
う
。

し
か
し
、
こ
れ
で
北
朝
鮮
が
対
米
外
交
を
模
索
し
始
め
た
の
で
は
な
い
。
北
朝
鮮
で
は
一
度
悪
化
し
た
ソ
連
と
の
関
係
を
改
善
し
よ
う
と

し
て
い
た
。
一
九
六
四
年
一
〇
月
一
五
日
に
ソ
連
の
最
高
指
導
者
で
あ
っ
た
ニ
キ
ー
タ
・
フ
ル
シ
チ
ョ
フ
が
解
任
さ
れ
た
こ
と
で
、
北
朝
鮮

で
は
ソ
連
と
の
和
解
を
模
索
し
始
め
、
一
定
の
成
果
を
得
た
。
一
九
六
五
年
二
月
一
一
日
に
ソ
連
の
内
閣
首
相
で
あ
る
コ
ス
イ
ギ
ン
が
北
朝

鮮
を
訪
問
し
、
金
日
成
と
コ
ス
イ
ギ
ン
が
二
月
一
四
日
に
共
同
声
明
を
発
表
し
て
、
北
朝
鮮
と
ソ
連
の
軍
事
同
盟
が
重
要
で
あ
る
と
宣
言
し

た
）
23
（

。
五
月
に
は
、
北
朝
鮮
の
軍
事
力
を
よ
り
一
層
強
化
す
る
た
め
に
北
朝
鮮
に
援
助
を
送
る
協
定
が
北
朝
鮮
と
ソ
連
の
間
で
調
印
さ
れ
た
）
24
（

。
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ま
た
、
も
う
一
方
の
軍
事
同
盟
国
で
あ
る
中
国
が
一
九
六
四
年
一
〇
月
一
六
日
に
核
実
験
を
実
施
し
、
核
保
有
国
に
な
っ
た
こ
と
で
、
北
朝

鮮
は
二
つ
の
核
保
有
国
か
ら
守
っ
て
も
ら
う
こ
と
に
な
っ
た
。

た
だ
し
、
北
朝
鮮
で
は
、
経
済
発
展
を
犠
牲
に
し
て
で
も
独
自
の
軍
事
力
を
強
化
す
る
安
全
保
障
政
策
が
続
け
ら
れ
た
。
そ
れ
は
中
ソ
対

立
が
深
ま
っ
て
い
た
こ
と
と
関
係
す
る
と
考
え
ら
れ
る
。
中
ソ
対
立
が
深
ま
る
に
つ
れ
、
北
朝
鮮
は
中
ソ
と
一
定
の
距
離
を
置
き
始
め
た
。

一
九
六
六
年
三
月
一
日
か
ら
三
月
五
日
ま
で
モ
ス
ク
ワ
で
開
催
さ
れ
た
世
界
共
産
党
協
議
会
議
に
中
国
共
産
党
と
朝
鮮
労
働
党
は
代
表
団
を

送
ら
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
三
月
二
九
日
か
ら
四
月
八
日
ま
で
開
催
さ
れ
た
ソ
連
共
産
党
第
二
三
回
党
大
会
に
中
国
共
産
党
は
代
表
団
を
送

ら
な
か
っ
た
が
、
朝
鮮
労
働
党
は
代
表
団
を
送
っ
た
）
25
（

。
中
ソ
対
立
に
お
い
て
も
、
北
朝
鮮
は
ど
ち
ら
に
も
加
担
し
な
く
な
っ
た
）
26
（

。
そ
れ
を
理

解
で
き
る
の
が
、
一
九
六
九
年
三
月
九
日
に
ダ
マ
ン
ス
キ
ー
島
で
発
生
し
た
中
ソ
の
武
力
衝
突
へ
の
対
処
で
あ
る
。
北
朝
鮮
で
は
、
こ
の
武

力
衝
突
に
つ
い
て
一
切
報
道
を
せ
ず
、
ど
ち
ら
に
も
批
判
を
し
な
か
っ
た
。

中
ソ
と
一
定
の
距
離
を
置
き
つ
つ
も
、
中
ソ
と
の
関
係
を
維
持
す
る
努
力
も
続
け
ら
れ
た
。
特
に
、
軍
事
同
盟
に
つ
い
て
は
、
そ
の
有
効

性
が
宣
伝
さ
れ
続
け
た
。
ま
ず
、
ソ
連
と
の
間
で
締
結
さ
れ
た
軍
事
同
盟
で
あ
る
「
友
好
協
力
お
よ
び
相
互
援
助
に
関
す
る
条
約
」
の
締

結
一
〇
周
年
記
念
大
会
が
一
九
七
一
年
七
月
六
日
に
平
壌
で
開
催
さ
れ
、
ソ
連
の
党
及
び
政
府
代
表
団
も
平
壌
を
訪
問
し
て
記
念
行
事
に
参

加
し
た
）
27
（

。
そ
の
五
日
後
で
あ
る
七
月
一
一
日
に
平
壌
で
、
中
国
と
の
間
で
締
結
さ
れ
た
軍
事
同
盟
で
あ
る
「
友
好
協
力
お
よ
び
相
互
援
助
に

関
す
る
条
約
」
の
締
結
一
〇
周
年
記
念
大
会
が
、
中
国
の
党
及
び
政
府
代
表
団
の
参
加
の
下
で
開
催
さ
れ
た
）
28
（

。
独
自
の
軍
事
力
を
強
化
し
つ

つ
、
中
ソ
と
の
関
係
も
維
持
す
る
安
全
保
障
政
策
が
ま
だ
続
い
て
い
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

し
か
し
、
米
中
接
近
と
中
国
の
国
連
復
帰
に
よ
っ
て
、
北
朝
鮮
も
南
北
対
話
や
国
連
外
交
を
模
索
す
る
こ
と
に
な
っ
た
）
29
（

。
米
中
接
近
は
、

ヘ
ン
リ
ー
・
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
米
国
家
安
全
保
障
問
題
担
当
大
統
領
補
佐
官
が
一
九
七
一
年
七
月
九
日
か
ら
一
一
日
ま
で
中
国
を
訪
問
し
た

こ
と
に
始
ま
る
。
七
月
一
五
日
に
中
国
の
周
恩
来
総
理
が
平
壌
を
訪
問
し
て
、
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
訪
中
に
至
る
経
緯
と
会
談
の
状
況
、
さ
ら

に
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ニ
ク
ソ
ン
米
大
統
領
の
訪
中
に
合
意
し
た
こ
と
を
金
日
成
に
伝
え
た
。
そ
れ
に
対
し
て
、
北
朝
鮮
の
第
一
副
首
相
で
あ
る
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金
一
が
七
月
三
〇
日
に
北
京
を
訪
問
し
て
、
周
恩
来
が
キ
ッ
シ
ン
ジ
ャ
ー
と
会
談
し
た
こ
と
と
ニ
ク
ソ
ン
米
大
統
領
の
訪
中
に
つ
い
て
朝
鮮

労
働
党
政
治
委
員
会
の
全
委
員
が
理
解
を
示
し
た
と
伝
え
た
）
30
（

。

中
国
が
米
国
と
の
対
話
政
策
を
推
進
し
始
め
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
北
朝
鮮
で
も
対
立
す
る
韓
国
政
府
と
対
話
す
る
政
策
を
推
進
す
る
こ
と

に
な
っ
た
。
一
九
七
一
年
八
月
六
日
に
開
催
さ
れ
た
平
壌
市
群
衆
大
会
に
お
い
て
、
韓
国
の
与
党
で
あ
る
民
主
共
和
党
を
含
ん
だ
全
て
の
政

党
、
社
会
団
体
お
よ
び
個
人
と
接
触
す
る
用
意
が
あ
る
と
金
日
成
は
語
っ
た
）
31
（

。
そ
れ
に
対
し
て
、
八
月
一
二
日
に
韓
国
の
大
韓
赤
十
字
社
総

裁
で
あ
る
崔
斗
善
が
、
予
備
会
談
を
開
催
す
る
こ
と
を
北
朝
鮮
の
赤
十
字
会
に
提
案
し
た
）
32
（

。
九
月
二
〇
日
か
ら
は
南
北
赤
十
字
団
体
代
表
に

よ
る
予
備
会
談
が
開
催
さ
れ
、
南
北
朝
鮮
の
対
話
が
始
ま
っ
た
）
33
（

。

さ
ら
に
、
一
九
七
一
年
一
〇
月
二
五
日
に
国
連
総
会
で
、
国
連
に
お
け
る
中
国
の
正
統
政
府
と
し
て
中
華
人
民
共
和
国
政
府
を
認
め
、
中

華
民
国
政
府
を
追
放
す
る
内
容
の
ア
ル
バ
ニ
ア
案
が
可
決
さ
れ
た
。
す
る
と
、
一
九
七
二
年
一
月
一
〇
日
に
金
日
成
は
、
読
売
新
聞
の
記
者

た
ち
が
提
起
し
た
質
問
の
中
で
、
国
連
で
は
一
定
の
変
化
が
起
こ
っ
て
お
り
、
米
国
が
思
い
通
り
に
す
る
こ
と
が
困
難
に
な
っ
た
と
国
連
を

再
評
価
し
た
。
さ
ら
に
、
金
日
成
は
、
韓
国
を
支
援
す
る
た
め
に
設
置
さ
れ
た
国
連
韓
国
統
一
復
興
委
員
会
を
解
体
さ
せ
て
、
国
連
軍
と
し

て
韓
国
に
駐
屯
し
て
い
る
米
軍
を
撤
退
さ
せ
る
こ
と
を
国
連
が
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
具
体
的
な
要
求
事
項
に
つ
い
て
語
っ
た
）
34
（

。
五
年

前
で
あ
る
一
九
六
七
年
一
月
四
日
に
は
、
金
日
成
は
「
国
連
は
朝
鮮
問
題
に
関
与
す
る
ど
の
よ
う
な
資
格
も
権
限
も
な
く
、
さ
ら
に
我
が
国

で
国
連
は
米
帝
国
主
義
者
の
侵
略
を
合
理
化
す
る
道
具
に
利
用
さ
れ
て
い
る
」
と
語
っ
て
い
た
こ
と
を
考
え
る
と
、
大
き
な
変
化
で
あ
る
）
35
（

。

ま
た
、
一
九
七
二
年
六
月
一
日
に
な
る
と
金
日
成
は
、
も
し
条
件
を
付
け
な
い
国
連
の
招
待
が
あ
れ
ば
国
連
総
会
に
代
表
を
送
る
考
え
が
あ

る
と
語
り
、
国
連
外
交
を
始
め
る
意
志
が
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
）
36
（

。
北
朝
鮮
を
守
っ
て
い
た
中
ソ
が
対
立
す
る
中
で
、
中
国
の
国
連
復

帰
を
き
っ
か
け
に
、
金
日
成
は
、
国
連
で
の
交
渉
を
通
じ
て
在
韓
米
軍
の
脅
威
を
取
り
除
こ
う
と
考
え
始
め
た
と
い
え
よ
う
。
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3
．
国
連
外
交
と
南
北
対
話

国
連
外
交
の
試
み
は
、
南
北
政
府
の
対
話
が
進
展
す
る
中
で
行
わ
れ
た
。
南
北
赤
十
字
団
体
の
対
話
が
進
む
中
で
、
南
北
朝
鮮
の
政
府
代

表
者
に
よ
っ
て
、
一
九
七
二
年
七
月
四
日
に
統
一
の
方
針
を
定
め
た
「
南
北
共
同
声
明
」
が
ソ
ウ
ル
と
平
壌
で
同
時
に
発
表
さ
れ
た
）
37
（

。
そ
の

南
北
共
同
声
明
に
基
づ
い
て
、
統
一
問
題
を
政
府
間
で
協
議
す
る
南
北
調
節
委
員
会
が
一
一
月
三
〇
日
か
ら
開
催
さ
れ
た
。
そ
の
最
中
で
、

国
連
総
会
で
朝
鮮
問
題
を
討
議
す
る
こ
と
が
提
起
さ
れ
た
。

南
北
朝
鮮
は
、
当
時
、
国
連
の
加
盟
国
で
は
な
か
っ
た
の
で
、
国
連
総
会
で
朝
鮮
問
題
を
討
議
す
る
こ
と
を
自
ら
提
起
す
る
こ
と
は
で
き

な
か
っ
た
。
北
朝
鮮
の
代
わ
り
に
国
連
総
会
で
朝
鮮
問
題
を
討
議
す
る
こ
と
を
提
起
し
た
の
は
、
北
朝
鮮
と
関
係
が
深
い
中
東
・
ア
フ
リ

カ
諸
国
で
あ
っ
た
。
一
九
七
二
年
七
月
一
七
日
に
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
民
主
人
民
共
和
国
な
ど
一
三
ヶ
国
が
北
朝
鮮
の
要
求
を
反
映
し
た
決
議
案

に
よ
っ
て
朝
鮮
問
題
を
国
連
総
会
で
討
議
す
る
こ
と
を
提
起
し
た
）
38
（

。
北
朝
鮮
政
府
も
、
国
連
総
会
で
朝
鮮
問
題
を
討
議
す
る
こ
と
を
期
待
す

る
と
い
う
内
容
の
声
明
を
七
月
三
一
日
に
発
表
し
、
国
連
外
交
を
積
極
的
に
推
進
す
る
意
志
を
示
し
た
）
39
（

。
こ
れ
に
対
し
て
、
韓
国
外
務
長
官

で
あ
る
金
溶
植
は
、
七
月
二
四
日
に
「
南
北
対
話
の
成
功
の
た
め
に
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
案
は
即
時
撤
回
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
声
明
を
出

し
、
強
く
反
対
し
た
）
40
（

。
韓
国
の
反
対
も
あ
っ
て
、
九
月
一
九
日
か
ら
開
催
さ
れ
た
第
二
七
回
国
連
総
会
で
は
、
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
な
ど
が
提
起

し
た
朝
鮮
問
題
は
討
議
さ
れ
な
か
っ
た
。

韓
国
の
反
対
に
よ
っ
て
、
南
北
対
話
と
国
連
外
交
を
同
時
に
進
め
る
こ
と
は
難
し
い
こ
と
が
明
ら
か
と
な
っ
た
が
、
北
朝
鮮
は
国
連
外
交

を
推
進
し
続
け
た
。
北
朝
鮮
で
は
、
翌
年
の
国
連
総
会
で
北
朝
鮮
側
の
決
議
案
を
討
議
さ
せ
る
努
力
が
始
ま
っ
た
。
一
九
七
三
年
四
月
五
日

か
ら
開
催
さ
れ
た
最
高
人
民
会
議
第
五
期
第
二
次
会
議
で
、
在
韓
米
軍
撤
退
な
ど
の
朝
鮮
問
題
を
北
朝
鮮
の
代
表
も
参
加
し
て
国
連
総
会
で

ky46205朝鮮国連外交d.indd   161 10.4.8   4:35:33 AM



162

討
議
す
る
こ
と
を
主
張
し
た
「
世
界
各
国
の
国
会
と
政
府
に
送
る
手
紙
」
が
四
月
六
日
に
採
択
さ
れ
た
）
41
（

。「
世
界
各
国
の
国
会
と
政
府
に
送

る
手
紙
」
に
対
し
て
、
支
持
を
表
明
す
る
こ
と
を
中
国
が
四
月
一
一
日
に
伝
え
て
き
た
）
42
（

。
ソ
連
も
支
持
を
表
明
す
る
こ
と
を
四
月
一
七
日
に

伝
え
て
き
た
）
43
（

。
北
朝
鮮
の
国
連
外
交
は
、
中
東
・
ア
フ
リ
カ
諸
国
の
み
な
ら
ず
、
お
互
い
に
対
立
し
て
い
る
中
ソ
両
国
か
ら
も
支
持
を
得
ら

れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
さ
ら
に
、
北
朝
鮮
は
、
五
月
一
七
日
に
世
界
保
健
機
関
に
加
盟
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
国
連
本

部
と
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
の
国
連
事
務
局
に
常
駐
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
代
表
部
を
設
置
す
る
資
格
を
得
て
、
国
連
総
会
に
参
加
す
る
第
一
歩
を
踏
み
出

し
た
）
44
（

。
一
方
で
、
国
連
外
交
に
対
す
る
韓
国
と
の
確
執
も
続
い
た
。
韓
国
の
大
統
領
で
あ
っ
た
朴
正
熙
は
、
北
朝
鮮
の
国
連
加
盟
に
反
対
し
な
い

代
わ
り
に
、
韓
国
も
国
連
に
加
盟
す
る
意
志
が
あ
る
と
一
九
七
三
年
五
月
二
三
日
に
明
ら
か
に
し
た
）
45
（

。
し
か
し
、
同
日
、
平
壌
市
群
衆
大
会

に
お
け
る
演
説
で
金
日
成
は
、
南
北
朝
鮮
が
別
々
に
国
連
の
加
盟
国
に
な
る
の
で
は
な
く
、
統
一
し
た
後
に
一
つ
の
国
家
と
し
て
国
連
の
加

盟
国
に
な
る
こ
と
を
主
張
し
た
）
46
（

。
国
連
外
交
に
対
す
る
韓
国
と
の
見
解
の
違
い
は
深
ま
る
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
北
朝
鮮
で
は
、
八
月
二
八
日

に
南
北
調
整
委
員
会
の
中
断
を
宣
言
し
、
韓
国
政
府
と
の
対
話
を
止
め
る
こ
と
に
な
っ
た
）
47
（

。
そ
し
て
、
国
連
外
交
を
推
進
し
て
い
く
こ
と
に

な
っ
た
。
北
朝
鮮
で
は
、
南
北
対
話
よ
り
も
、
国
連
外
交
を
重
要
と
考
え
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。

南
北
対
話
が
中
断
し
た
後
、
北
朝
鮮
は
、
国
連
総
会
に
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
代
表
を
送
り
、
国
連
総
会
で
朝
鮮
問
題
を
討
議
さ
せ
る
こ

と
に
成
功
し
た
。
一
九
七
三
年
九
月
五
日
に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
国
連
本
部
に
国
連
駐
在
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
常
駐
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
代

表
部
が
開
設
さ
れ
）
48
（

、
九
月
一
八
日
か
ら
開
催
さ
れ
た
第
二
八
回
国
連
総
会
で
は
、
北
朝
鮮
代
表
が
参
加
し
て
朝
鮮
問
題
を
討
議
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
ソ
連
や
中
国
、
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
民
主
人
民
共
和
国
な
ど
の
提
起
に
よ
っ
て
、
第
二
八
回
国
連
総
会
で
朝
鮮
問
題
を
討
議
す
る
こ
と

が
九
月
二
一
日
に
決
定
さ
れ
た
）
49
（

。
朝
鮮
問
題
を
討
議
す
る
時
に
は
国
連
総
会
に
北
朝
鮮
代
表
を
招
待
す
る
こ
と
も
一
〇
月
一
日
に
決
定
さ

れ
た
）
50
（

。
一
〇
月
八
日
に
は
、
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
の
国
連
事
務
局
に
国
連
事
務
局
駐
在
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
常
駐
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
代
表
部
が

開
設
さ
れ
、
北
朝
鮮
の
国
連
外
交
は
本
格
的
に
始
ま
っ
た
）
51
（

。

ky46205朝鮮国連外交d.indd   162 10.4.8   4:35:34 AM



163 1970年代における朝鮮民主主義人民共和国の国連外交

北
朝
鮮
で
は
、
国
連
総
会
に
対
す
る
期
待
が
高
ま
っ
た
。
一
九
七
三
年
一
〇
月
二
八
日
に
平
壌
市
群
衆
大
会
に
お
け
る
演
説
で
金
日
成

は
、
第
二
八
回
国
連
総
会
に
お
い
て
韓
国
に
よ
る
南
北
朝
鮮
の
国
連
同
時
加
盟
案
を
退
け
、
国
連
韓
国
統
一
復
興
委
員
会
を
解
体
し
、
国
連

軍
と
称
す
る
在
韓
米
軍
を
韓
国
か
ら
撤
退
さ
せ
る
処
置
を
と
ら
ね
ば
な
ら
な
い
と
語
っ
た
）
52
（

。
国
連
総
会
の
討
議
で
は
、
社
会
主
義
国
家
や
中

東
、
ア
フ
リ
カ
諸
国
な
ど
が
北
朝
鮮
を
支
持
し
た
。
一
一
月
一
四
日
か
ら
第
二
八
回
国
連
総
会
第
一
委
員
会
で
、
北
朝
鮮
代
表
も
参
加
し
て

朝
鮮
問
題
が
討
議
さ
れ
た
）
53
（

。
第
一
委
員
会
で
は
、
お
互
い
に
対
立
す
る
ソ
連
や
中
国
の
代
表
も
北
朝
鮮
の
要
求
を
代
弁
し
た
）
54
（

。
そ
の
結
果
、

一
一
月
二
一
日
に
は
第
一
委
員
会
に
お
い
て
表
決
な
し
で
国
連
韓
国
統
一
復
興
委
員
会
を
解
体
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
）
55
（

。
た
だ
し
、
在
韓

米
軍
を
撤
退
さ
せ
る
こ
と
を
決
定
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
一
一
月
二
三
日
に
北
朝
鮮
の
外
務
部
は
、
国
連
韓
国
統
一
復
興
委
員
会

の
解
体
の
決
定
に
関
し
て
ソ
連
や
中
国
な
ど
支
援
し
て
く
れ
た
国
家
に
対
し
て
感
謝
の
意
を
表
す
る
と
共
に
、
こ
れ
か
ら
も
在
韓
米
軍
の
撤

退
を
国
連
で
要
求
し
続
け
て
い
く
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
声
明
を
発
表
し
た
）
56
（

。
国
連
外
交
を
始
め
た
最
初
の
年
に
一
定
の
成
果
を
得
た
こ
と

で
、
北
朝
鮮
は
国
連
外
交
を
続
け
て
い
く
自
信
を
付
け
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

4
．
対
米
直
接
外
交
の
試
み
と
国
連
外
交
の
中
止

北
朝
鮮
で
は
、
次
回
国
連
総
会
で
再
び
在
韓
米
軍
撤
退
に
つ
い
て
討
議
す
る
前
に
、
米
国
と
直
接
対
話
す
る
こ
と
を
試
み
た
。
一
九
七
四

年
三
月
二
五
日
に
北
朝
鮮
の
最
高
人
民
会
議
は
、
相
互
不
可
侵
や
在
韓
米
軍
撤
退
な
ど
を
前
提
と
し
た
平
和
協
定
を
締
結
す
る
た
め
の
会
談

を
米
国
議
会
に
申
し
入
れ
る
「
米
合
衆
国
国
会
に
送
る
手
紙
」
を
採
択
し
た
）
57
（

。
そ
の
内
容
は
、
ほ
と
ん
ど
が
安
全
保
障
に
関
す
る
内
容
で
あ

る
。
手
紙
の
中
で
北
朝
鮮
側
は
、
韓
国
軍
の
指
揮
権
を
事
実
上
在
韓
米
軍
司
令
官
が
持
っ
て
い
る
こ
と
を
理
由
に
挙
げ
、
平
和
協
定
締
結
の

交
渉
相
手
は
米
国
で
あ
る
と
主
張
し
た
。
安
全
保
障
問
題
に
お
い
て
は
、
韓
国
で
は
な
く
米
国
と
交
渉
す
る
考
え
で
あ
る
こ
と
を
北
朝
鮮
は
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明
ら
か
に
し
た
と
い
え
る
。

米
朝
会
談
は
、
米
国
が
黙
殺
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
開
催
さ
れ
な
か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
北
朝
鮮
で
は
、
国
連
に
お
い
て
米
国
に
対
す
る
要

求
を
盛
り
込
ん
だ
決
議
案
を
可
決
さ
せ
る
努
力
を
続
け
た
。
北
朝
鮮
に
と
っ
て
、
国
連
外
交
は
、
実
現
が
難
し
い
対
米
直
接
交
渉
の
代
わ
り

で
あ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
一
九
七
四
年
九
月
一
六
日
に
三
四
ヶ
国
が
、
在
韓
米
軍
を
撤
退
さ
せ
る
決
議
案
を
第
二
九
回
国
連
総
会
で
討
議
す

る
こ
と
を
提
起
し
た
）
58
（

。
第
二
九
回
国
連
総
会
は
九
月
一
七
日
か
ら
開
催
さ
れ
、
朝
鮮
問
題
を
討
議
す
る
こ
と
が
九
月
二
一
日
に
正
式
に
決
定

さ
れ
た
）
59
（

。
そ
し
て
、
一
一
月
二
五
日
か
ら
第
二
九
回
国
連
総
会
第
一
委
員
会
に
お
い
て
北
朝
鮮
の
代
表
も
参
加
し
て
朝
鮮
問
題
が
討
議
さ

れ
た
）
60
（

。
し
か
し
、
第
二
九
回
国
連
総
会
に
お
い
て
在
韓
米
軍
撤
退
を
要
求
す
る
決
議
案
を
可
決
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
第
二
九
回
国
連

総
会
第
一
委
員
会
に
お
け
る
朝
鮮
問
題
の
表
決
は
一
九
七
四
年
一
二
月
九
日
に
行
わ
れ
た
が
、
北
朝
鮮
側
の
決
議
案
は
賛
成
四
八
、
反
対

四
八
で
否
決
さ
れ
た
）
61
（

。
た
だ
し
、
第
二
九
回
国
連
総
会
で
反
対
票
と
同
数
の
賛
成
票
を
獲
得
し
た
た
め
、
第
三
〇
回
国
連
総
会
で
は
決
議
案

を
可
決
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
期
待
を
金
日
成
は
持
っ
た
）
62
（

。

さ
ら
に
、
金
日
成
は
、
非
同
盟
諸
国
会
議
の
支
持
を
得
て
、
決
議
案
を
可
決
さ
せ
る
こ
と
を
考
え
て
い
た
。
一
九
七
五
年
五
月
五
日
に
行

わ
れ
た
在
日
朝
鮮
人
祝
賀
団
と
の
談
話
で
金
日
成
は
、
非
同
盟
諸
国
会
議
の
加
盟
国
だ
け
で
も
国
連
総
会
で
北
朝
鮮
を
支
持
す
れ
ば
、
第

三
〇
回
国
連
総
会
の
表
決
に
お
い
て
北
朝
鮮
側
の
決
議
案
を
可
決
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
と
語
っ
た
）
63
（

。
そ
の
た
め
、
北
朝
鮮
は
、
非
同
盟
諸

国
に
加
盟
し
た
。
北
朝
鮮
の
加
盟
申
請
は
、
一
九
七
五
年
八
月
二
五
日
に
非
同
盟
諸
国
会
議
で
可
決
さ
れ
た
。
し
か
も
、
同
時
に
韓
国
の
加

盟
申
請
が
否
決
さ
れ
た
）
64
（

。
非
同
盟
諸
国
会
議
が
、
韓
国
で
は
な
く
、
北
朝
鮮
側
に
立
つ
こ
と
が
明
ら
か
と
な
り
、
国
連
総
会
に
お
い
て
北
朝

鮮
の
要
求
が
反
映
さ
れ
た
決
議
案
を
可
決
さ
せ
る
た
め
の
有
利
な
状
況
が
で
き
た
と
い
え
よ
う
。

北
朝
鮮
に
と
っ
て
有
利
な
状
況
が
つ
く
ら
れ
る
中
で
、
一
九
七
五
年
九
月
一
六
日
か
ら
第
三
〇
回
国
連
総
会
が
開
催
さ
れ
た
。
そ
れ
に
先

立
ち
、
北
朝
鮮
側
の
決
議
案
を
第
三
〇
回
国
連
総
会
で
討
議
す
る
こ
と
を
三
五
ヶ
国
が
八
月
八
日
に
提
起
し
て
い
た
）
65
（

。
九
月
一
七
日
に
は
、
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第
三
〇
回
国
連
総
会
で
も
朝
鮮
問
題
を
討
議
す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
た
。
九
月
三
〇
日
に
は
、
国
連
総
会
で
朝
鮮
問
題
を
討
議
す
る
時
に
北

朝
鮮
代
表
を
招
待
す
る
こ
と
も
決
定
さ
れ
た
）
66
（

。

朝
鮮
問
題
は
、
一
九
七
五
年
一
〇
月
二
一
日
か
ら
第
三
〇
回
国
連
総
会
第
一
委
員
会
に
お
い
て
討
議
さ
れ
た
）
67
（

。
北
朝
鮮
も
韓
国
も
、
オ
ブ

ザ
ー
バ
ー
代
表
を
参
加
さ
せ
、
自
ら
の
要
求
を
反
映
さ
せ
た
決
議
案
を
提
出
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
朝
鮮
問
題
に
関
し
て
、
二
つ
の
決
議

案
が
討
議
さ
れ
て
い
た
。
北
朝
鮮
側
の
決
議
案
は
、
在
韓
米
軍
の
撤
退
や
平
和
協
定
の
締
結
、
国
連
軍
司
令
部
の
解
体
を
求
め
て
い
た
。
そ

れ
に
対
し
て
、
韓
国
側
の
決
議
案
は
国
連
軍
司
令
部
の
解
体
の
可
能
性
に
つ
い
て
は
触
れ
て
い
る
が
、
在
韓
米
軍
の
撤
退
や
平
和
協
定
の
締

結
に
つ
い
て
は
明
記
し
て
い
な
か
っ
た
。

第
一
委
員
会
の
表
決
は
、
一
九
七
五
年
一
〇
月
二
九
日
に
行
わ
れ
た
。
そ
こ
で
北
朝
鮮
側
と
韓
国
側
の
決
議
案
が
同
時
に
可
決
さ
れ
た
。

北
朝
鮮
側
の
決
議
案
は
、
賛
成
五
一
、
反
対
三
八
で
可
決
さ
れ
た
）
68
（

。
韓
国
側
の
決
議
案
は
、
賛
成
五
九
、
反
対
五
一
で
可
決
さ
れ
た
）
69
（

。
さ
ら

に
、
一
一
月
一
八
日
に
第
三
〇
回
国
連
総
会
本
会
議
で
、
北
朝
鮮
側
の
決
議
案
は
賛
成
五
四
、
反
対
四
三
で
可
決
さ
れ
、
韓
国
側
の
決
議
案

は
賛
成
五
九
、
反
対
五
一
で
可
決
さ
れ
た
）
70
（

。
北
朝
鮮
は
自
ら
の
要
求
が
反
映
さ
れ
た
決
議
案
を
可
決
さ
せ
た
こ
と
で
国
連
外
交
の
目
的
を
あ

る
程
度
は
達
成
で
き
た
。
し
か
し
、
韓
国
側
の
決
議
案
も
可
決
さ
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
実
際
に
北
朝
鮮
側
の
決
議
案
が
実
施
さ
れ
る
か
は
不

透
明
で
あ
っ
た
。

そ
こ
で
、
北
朝
鮮
で
は
さ
ら
に
翌
年
の
第
三
一
回
国
連
総
会
で
も
決
議
案
を
可
決
さ
せ
よ
う
と
し
て
い
た
。
朝
鮮
半
島
か
ら
在
韓
米
軍
を

撤
退
さ
せ
て
、
停
戦
協
定
の
代
わ
り
に
平
和
協
定
を
締
結
す
る
こ
と
な
ど
を
要
求
す
る
決
議
案
を
第
三
一
回
国
連
総
会
で
討
議
す
る
こ
と
が

一
九
七
六
年
八
月
一
六
日
に
二
四
ヶ
国
に
よ
っ
て
提
起
さ
れ
た
）
71
（

。
さ
ら
に
八
月
一
六
日
か
ら
一
九
日
ま
で
第
五
回
非
同
盟
諸
国
首
脳
会
議
が

開
催
さ
れ
、
朝
鮮
半
島
か
ら
在
韓
米
軍
を
撤
退
さ
せ
、
停
戦
協
定
の
代
わ
り
に
平
和
協
定
を
締
結
す
る
こ
と
な
ど
を
要
求
す
る
決
議
が
採
択

さ
れ
た
）
72
（

。
し
か
し
、
そ
の
最
中
に
、
板
門
店
で
死
者
を
出
す
衝
突
が
在
韓
米
軍
と
の
間
で
発
生
し
た
。

一
九
七
六
年
八
月
一
八
日
に
板
門
店
の
共
同
警
備
区
域
に
お
け
る
ポ
プ
ラ
の
伐
採
を
め
ぐ
っ
て
北
朝
鮮
兵
士
と
米
軍
兵
士
が
争
い
、
死
傷
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者
を
出
す
事
件
が
発
生
し
た
。
こ
の
事
件
に
よ
っ
て
米
国
か
ら
攻
撃
さ
れ
る
と
い
う
危
機
感
が
北
朝
鮮
で
高
ま
っ
た
こ
と
は
、
朝
鮮
人
民
軍

だ
け
で
な
く
、
労
農
赤
衛
隊
や
赤
い
青
年
近
衛
隊
な
ど
の
予
備
軍
す
べ
て
に
戦
闘
態
勢
に
入
る
こ
と
が
八
月
一
九
日
に
命
令
さ
れ
た
こ
と
か

ら
も
分
か
る
）
73
（

。

米
韓
で
も
緊
張
が
高
ま
っ
た
。
在
韓
米
軍
を
強
化
す
る
目
的
で
二
個
戦
闘
飛
行
大
隊
を
朝
鮮
半
島
に
派
遣
し
た
こ
と
を
米
国
国
防
省
の
ス

ポ
ー
ク
ス
マ
ン
が
一
九
七
六
年
八
月
一
九
日
に
明
ら
か
に
し
た
）
74
（

。
八
月
二
二
日
に
米
国
国
務
省
は
、
空
母
で
あ
る
ミ
ッ
ド
ウ
ェ
ー
を
韓
国
海

域
に
派
遣
し
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
）
75
（

。
こ
の
事
件
が
緊
張
緩
和
に
向
か
っ
た
の
は
、
八
月
二
一
日
に
板
門
店
で
伝
達
さ
れ
た
金
日
成
の
遺

憾
の
意
を
八
月
二
三
日
に
米
国
政
府
が
受
け
入
れ
た
こ
と
に
よ
る
）
76
（

。
し
か
し
、
こ
の
事
件
の
結
果
、
金
日
成
が
望
ん
で
い
た
在
韓
米
軍
の
撤

退
ど
こ
ろ
か
、
む
し
ろ
在
韓
米
軍
が
強
化
さ
れ
た
。
国
連
で
の
外
交
交
渉
を
通
じ
て
、
米
軍
の
脅
威
を
取
り
除
く
こ
と
は
失
敗
し
た
と
い
え

よ
う
。

こ
の
事
件
の
後
、
北
朝
鮮
で
は
国
連
外
交
を
中
止
さ
せ
た
。
一
九
七
六
年
九
月
二
一
日
に
開
催
さ
れ
た
第
三
一
回
国
連
総
会
で
討
議
す
る

と
提
起
さ
れ
て
い
た
北
朝
鮮
側
の
決
議
案
が
撤
回
さ
れ
た
。
同
日
、
北
朝
鮮
の
国
連
常
駐
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
代
表
部
の
代
表
は
声
明
を
発
表

し
、
撤
回
し
た
理
由
を
第
三
〇
回
国
連
総
会
で
可
決
さ
れ
た
在
韓
米
軍
撤
退
と
国
連
軍
司
令
部
解
体
、
停
戦
協
定
の
代
わ
り
に
平
和
協
定
の

締
結
す
る
こ
と
を
米
国
が
実
行
し
な
い
た
め
で
あ
る
と
語
っ
た
）
77
（

。

以
降
、
朝
鮮
問
題
を
討
議
す
る
た
め
に
国
連
総
会
に
北
朝
鮮
が
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
を
送
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
国
連
事
務
総
長
で
あ
る
ク
ル

ト
・
ワ
ル
ト
ハ
イ
ム
が
一
九
七
九
年
五
月
二
日
か
ら
三
日
に
か
け
て
平
壌
を
訪
問
し
た
が
、
北
朝
鮮
側
に
は
も
は
や
国
連
外
交
の
意
志
は
な

か
っ
た
。
五
月
三
日
に
開
催
さ
れ
た
ワ
ル
ト
ハ
イ
ム
を
歓
迎
す
る
午
餐
会
で
金
日
成
は
、
北
朝
鮮
と
関
係
が
深
い
国
々
が
朝
鮮
半
島
の
平
和

統
一
の
た
め
に
積
極
的
に
国
連
で
活
動
し
て
く
れ
た
こ
と
は
過
去
の
こ
と
と
語
っ
た
）
78
（

。
も
は
や
、
金
日
成
に
と
っ
て
国
連
は
外
交
の
舞
台
で

は
な
か
っ
た
。
こ
の
次
に
国
連
総
会
に
お
い
て
朝
鮮
問
題
に
関
し
て
可
決
さ
れ
た
決
議
案
は
、
一
九
九
一
年
九
月
一
七
日
に
可
決
さ
れ
た
南

北
朝
鮮
の
国
連
加
盟
承
認
で
あ
っ
た
。
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ま
と
め

朝
鮮
戦
争
が
停
戦
し
た
後
の
北
朝
鮮
に
お
い
て
は
、
中
ソ
が
北
朝
鮮
を
守
る
こ
と
で
安
全
保
障
が
成
り
立
っ
て
い
た
。
そ
れ
は
、
在
韓
米

軍
に
対
抗
す
る
た
め
に
核
兵
器
を
保
有
す
る
ソ
連
の
核
の
傘
に
入
る
こ
と
も
目
的
と
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
当
時
の
北
朝
鮮
に
お
い
て

は
、
安
全
保
障
政
策
と
は
、
中
ソ
と
の
外
交
関
係
を
発
展
さ
せ
る
こ
と
で
あ
り
、
対
米
外
交
は
考
え
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
。

一
九
六
二
年
に
、
北
朝
鮮
で
は
経
済
発
展
を
犠
牲
に
し
て
で
も
独
自
の
軍
事
力
を
強
化
す
る
こ
と
に
な
っ
た
が
、
そ
れ
は
日
韓
会
談
の
早

期
妥
結
の
可
能
性
と
ソ
連
が
有
事
に
お
い
て
支
援
し
な
い
可
能
性
が
高
ま
っ
た
こ
と
に
よ
る
。
し
か
し
、
北
朝
鮮
で
は
、
一
九
六
〇
年
代
を

通
じ
て
、
ソ
連
や
中
国
と
の
関
係
を
維
持
し
よ
う
と
努
め
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
一
九
六
〇
年
代
に
北
朝
鮮
が
、
在
韓
米
軍
の
脅
威
を
取
り

除
く
た
め
に
国
連
外
交
や
対
米
外
交
を
始
め
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。

北
朝
鮮
が
国
連
外
交
を
始
め
た
の
は
、
中
ソ
が
対
立
す
る
中
で
、
中
国
が
国
連
に
復
帰
し
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で
あ
る
。
中
国
の
国
連
復

帰
の
後
、
国
連
に
お
い
て
在
韓
米
軍
の
脅
威
を
取
り
除
く
た
め
の
交
渉
を
始
め
る
こ
と
を
金
日
成
は
考
え
始
め
た
。
北
朝
鮮
で
は
、
互
い
に

対
立
す
る
中
ソ
と
の
関
係
を
発
展
さ
せ
て
も
、
安
全
保
障
上
の
不
安
を
拭
い
き
れ
な
い
と
判
断
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
北
朝
鮮
で
は
、
安
全

保
障
問
題
を
解
決
す
る
た
め
の
新
た
な
外
交
手
段
と
し
て
、
中
ソ
と
の
関
係
発
展
で
は
な
く
、
国
連
外
交
を
進
め
る
こ
と
に
な
っ
た
と
い
え

よ
う
。

し
か
も
、
北
朝
鮮
で
は
、
統
一
問
題
を
解
決
す
る
た
め
の
南
北
対
話
よ
り
も
、
国
連
外
交
を
重
要
と
考
え
て
い
た
。
北
朝
鮮
で
は
、
統
一

問
題
よ
り
も
、
安
全
保
障
問
題
を
解
決
す
る
こ
と
を
優
先
に
考
え
て
い
た
こ
と
が
分
か
る
。
一
九
七
〇
年
代
に
お
け
る
北
朝
鮮
の
国
連
外
交

の
目
的
で
も
、
統
一
政
策
の
部
分
は
あ
っ
た
が
、
そ
れ
よ
り
も
安
全
保
障
政
策
の
部
分
が
大
き
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。
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北
朝
鮮
に
と
っ
て
国
連
外
交
は
、
対
米
直
接
外
交
が
実
現
し
な
い
た
め
に
推
進
さ
れ
た
も
の
で
も
あ
っ
た
。
国
連
外
交
を
始
め
た

一
九
七
三
年
に
開
催
さ
れ
た
第
二
八
回
国
連
総
会
で
一
定
の
成
果
を
得
る
と
、
北
朝
鮮
で
は
、
在
韓
米
軍
撤
退
や
停
戦
協
定
を
平
和
協
定
に

代
え
る
交
渉
の
た
め
に
対
米
直
接
外
交
を
模
索
し
た
。
し
か
し
、
米
国
が
応
じ
な
い
た
め
に
、
国
連
外
交
を
続
け
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
あ

る
。
一
九
七
〇
年
代
に
北
朝
鮮
が
推
進
し
た
国
連
外
交
は
、
安
全
保
障
を
求
め
た
も
の
で
あ
り
、
対
米
直
接
外
交
の
代
わ
り
で
も
あ
っ
た
と

い
え
よ
う
。

結
果
的
に
北
朝
鮮
は
、
国
連
外
交
で
の
目
的
を
す
べ
て
果
た
す
こ
と
は
で
き
な
か
っ
た
。
一
九
七
五
年
に
開
催
さ
れ
た
第
三
〇
回
国
連
総

会
で
、
在
韓
米
軍
撤
退
や
停
戦
協
定
を
平
和
協
定
に
代
え
る
こ
と
を
要
求
し
た
決
議
案
が
可
決
さ
れ
た
が
、
翌
一
九
七
六
年
の
板
門
店
に
お

け
る
事
件
に
よ
っ
て
、
在
韓
米
軍
は
む
し
ろ
強
化
さ
れ
た
。
北
朝
鮮
側
の
念
願
で
あ
っ
た
決
議
案
は
可
決
さ
れ
た
が
、
そ
の
実
効
性
は
乏
し

か
っ
た
。
そ
の
た
め
、
北
朝
鮮
で
は
、
一
九
七
六
年
の
第
三
一
回
国
連
総
会
で
は
決
議
案
を
撤
回
し
、
国
連
外
交
を
中
止
す
る
に
至
っ
た
。

国
連
外
交
で
目
的
を
す
べ
て
果
た
せ
な
か
っ
た
た
め
、
現
在
で
も
北
朝
鮮
は
、
未
解
決
の
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
在
韓
米
軍
撤
退
や
停
戦
協

定
を
平
和
協
定
に
代
え
る
こ
と
な
ど
の
安
全
保
障
問
題
の
解
決
を
米
国
に
要
求
し
て
い
る
。
安
全
保
障
問
題
を
解
決
す
る
た
め
に
北
朝
鮮
が

最
も
望
ん
で
い
た
の
は
、
対
米
直
接
外
交
で
あ
っ
て
、
国
連
外
交
そ
の
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
国
連
外
交
は
、
北
朝
鮮
に
と
っ
て
対
米
直
接

外
交
の
代
わ
り
に
過
ぎ
な
い
。
同
様
に
、
現
在
の
北
朝
鮮
が
望
ん
で
い
る
も
の
も
、
六
者
会
合
で
の
外
交
で
は
な
く
、
対
米
直
接
外
交
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

（
本
稿
は
、
平
成
一
五
年
度
日
韓
文
化
交
流
基
金
派
遣
フ
ェ
ロ
ー
シ
ッ
プ
の
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
）

ky46205朝鮮国連外交d.indd   168 10.4.8   4:35:38 AM



169 1970年代における朝鮮民主主義人民共和国の国連外交

　
　
　
注

（
1
） 

金
根
植
「
北
韓
の
U
N
外
交
――
U
N
加
入
以
前
と
以
後
の
比
較
を
中
心
に
――
」『
国
際
政
治
論
叢
』
第
四
一
巻
第
四
号
（
韓
国
国
際
政
治
学

会
、
一
九
九
一
年
九
月
）
九
一
―
一
〇
三
頁
。

（
2
） 

全
正
煥
「
北
韓
の
対
U
N
外
交
政
策
」
閔
丙
天
編
著
『
北
韓
の
対
外
関
係
』（
ソ
ウ
ル
、
泰
光
文
化
社
、
一
九
八
七
年
）
二
四
四
―
二
七
〇
頁
。

（
3
） 

朴
在
栄
「
北
韓
の
対
U
N
及
び
国
際
機
構
政
策
」
梁
性
喆
、
姜
聲
鶴
共
編
『
北
韓
外
交
政
策
』（
ソ
ウ
ル
、
図
書
出
版
ソ
ウ
ル
プ
レ
ス
、
一
九
九
五

年
）
二
七
三
―
二
九
六
頁
。

（
4
） http://docum

ents-dds-ny.un.org/doc/R
E

SO
LU

T
IO

N
/G

E
N

/N
R

0/001/03/im
g/N

R
000103.pdf?O

penE
lem

ent （
二
〇
〇
九
年
八
月

一
日
ア
ク
セ
ス
）。
第
三
〇
回
国
連
総
会
で
は
、
韓
国
側
の
決
議
案
も
可
決
さ
れ
た
。
こ
の
資
料
で
は
朝
鮮
問
題
に
関
す
る
決
議
案
が
A
と
B
に

分
か
れ
て
い
る
が
、
A
が
韓
国
側
の
決
議
案
で
あ
り
、
B
が
北
朝
鮮
側
の
決
議
案
で
あ
る
。
お
互
い
に
矛
盾
す
る
部
分
も
あ
る
内
容
で
あ
る
が
、

そ
れ
が
同
時
に
可
決
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

（
5
） 

後
述
す
る
が
、
一
九
七
四
年
に
最
高
人
民
会
議
で
採
択
さ
れ
た
「
米
合
衆
国
国
会
に
送
る
手
紙
」
で
、
朝
鮮
戦
争
停
戦
協
定
を
平
和
協
定
に
代

え
る
た
め
の
交
渉
相
手
は
、
米
国
で
あ
る
と
し
て
い
る
（『
労
働
新
聞
』
一
九
七
四
年
三
月
二
六
日
）。

（
6
） 

金
日
成
「
停
戦
協
定
締
結
に
際
し
て
全
朝
鮮
人
民
に
送
る
金
日
成
元
帥
の
放
送
演
説
」『
労
働
新
聞
』
一
九
五
三
年
七
月
二
八
日
号
外
。

（
7
） 

金
日
成
「
人
民
軍
隊
は
共
産
主
義
学
校
で
あ
る　

朝
鮮
人
民
軍
第
一
〇
九
軍
部
隊
軍
人
た
ち
と
行
っ
た
談
話　

一
九
六
〇
年
八
月
二
五
日
」『
金

日
成
著
作
集
』
第
一
四
巻
（
平
壌
、
朝
鮮
労
働
党
出
版
社
、
一
九
八
一
年
）
二
七
五
頁
。

（
8
） 『
朝
鮮
日
報
』
一
九
五
七
年
六
月
二
四
日
。

（
9
） 『
労
働
新
聞
』
一
九
五
七
年
五
月
三
一
日
。

（
10
） 『
朝
鮮
日
報
』
一
九
五
七
年
六
月
二
二
日
。

（
11
） 

金
日
成
「
党
代
表
者
会
決
定
を
徹
底
し
て
貫
徹
す
る
た
め
に　

咸
鏡
南
道
党
及
び
咸
興
市
党
熱
誠
者
会
議
で
行
っ
た
演
説　

一
九
六
七
年
六
月
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二
〇
日
」『
金
日
成
著
作
集
』
第
二
一
巻
（
平
壌
、
朝
鮮
労
働
党
出
版
社
、
一
九
八
三
年
）
三
四
八
頁
。

（
12
） 
中
国
人
民
志
願
軍
が
撤
退
す
る
と
、
兵
力
数
を
補
う
た
め
に
、
企
業
や
農
場
、
大
学
単
位
で
構
成
さ
れ
た
予
備
軍
で
あ
る
労
農
赤
衛
隊
が
組
織

さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
一
九
五
九
年
一
月
一
四
日
に
、
朝
鮮
労
働
党
中
央
委
員
会
常
務
委
員
会
で
労
農
赤
衛
隊
を
創
設
す
る
こ
と
が
宣
布
さ

れ
た
と
さ
れ
て
い
る
（
テ
・
ビ
ョ
ン
ニ
ョ
ル
、
オ
・
チ
ャ
ン
ボ
ク
『
太
陽
を
お
連
れ
し
て
六
〇
年
』
平
壌
、
金
星
青
年
出
版
社
、
一
九
九
七
年
、

一
九
七
頁
）。
し
か
し
、
こ
の
当
時
の
『
労
働
新
聞
』
で
、
労
農
赤
衛
隊
を
創
設
す
る
こ
と
を
宣
布
し
た
こ
と
は
明
ら
か
に
さ
れ
な
か
っ
た
。
実

際
に
は
、
こ
の
日
に
労
農
赤
衛
隊
を
組
織
し
た
の
で
は
な
く
、
組
織
す
る
準
備
に
入
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
労
農
赤
衛
隊
の
存
在
が
初
め
て
明

ら
か
に
さ
れ
た
の
は
、
一
九
六
一
年
九
月
一
一
日
か
ら
九
月
一
八
日
ま
で
開
催
さ
れ
た
朝
鮮
労
働
党
第
四
回
大
会
に
お
い
て
で
あ
っ
た
（
金
光

侠
「
党
中
央
委
員
会
事
業
総
和
報
告
と
中
央
検
査
委
員
会
事
業
総
和
報
告
に
対
す
る
討
論　

金
光
侠
同
志
の
討
論
」『
労
働
新
聞
』
一
九
六
一
年

九
月
一
五
日
）。
北
朝
鮮
で
は
、
中
国
人
民
志
願
軍
が
撤
退
し
て
少
な
く
な
っ
た
兵
力
数
を
補
う
た
め
に
労
農
赤
衛
隊
を
組
織
す
る
準
備
に
入
っ

た
と
い
え
よ
う
。

（
13
） 『
労
働
新
聞
』
一
九
五
八
年
二
月
二
〇
日
。

（
14
） 『
労
働
新
聞
』
一
九
五
八
年
三
月
一
二
日
、『
労
働
新
聞
』
一
九
五
八
年
三
月
一
六
日
。

（
15
） 『
労
働
新
聞
』
一
九
五
八
年
一
〇
月
二
六
日
。

（
16
） 

（
17
） 『
労
働
新
聞
』
一
九
六
一
年
七
月
七
日
、『
労
働
新
聞
』
一
九
六
一
年
七
月
一
二
日
。

（
18
） 

後
に
金
日
成
は
、
キ
ュ
ー
バ
危
機
に
よ
っ
て
国
防
に
力
を
入
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
語
っ
て
い
る
（
金
日
成
「
現
情
勢
と
我
が
党
の
課
業
」『
労

働
新
聞
』
一
九
六
六
年
一
〇
月
六
日
）。

（
19
） 『
労
働
新
聞
』
一
九
六
一
年
一
二
月
一
日
、『
労
働
新
聞
』
一
九
六
一
年
一
二
月
六
日
。

（
20
） 『
朝
鮮
日
報
』
一
九
六
二
年
一
〇
月
二
一
日
、『
朝
鮮
日
報
』
一
九
六
二
年
一
一
月
一
三
日
。

（
21
） 『
労
働
新
聞
』
一
九
六
二
年
一
二
月
一
四
日
。

（
22
） 『
労
働
新
聞
』
一
九
六
二
年
一
二
月
一
六
日
。

（
23
） 『
労
働
新
聞
』
一
九
六
五
年
二
月
一
五
日
。

（
24
） 『
労
働
新
聞
』
一
九
六
五
年
六
月
二
日
。
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（
25
） 『
労
働
新
聞
』
一
九
六
六
年
三
月
二
七
日
、『
労
働
新
聞
』
一
九
六
六
年
四
月
一
四
日
。

（
26
） 
中
朝
関
係
も
冷
却
化
し
始
め
た
。
そ
れ
は
、
中
国
の
紅
衛
兵
が
北
朝
鮮
に
お
い
て
政
変
が
起
こ
っ
た
な
ど
と
宣
伝
を
始
め
た
こ
と
が
原
因
で
あ

る
。
一
九
六
七
年
一
月
二
六
日
に
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
中
央
通
信
社
は
、
中
国
の
紅
衛
兵
に
よ
る
宣
伝
を
止
め
る
よ
う
に
声
明
を
発
表

し
て
中
国
を
批
判
し
た
（『
労
働
新
聞
』
一
九
六
七
年
一
月
二
七
日
）
た
だ
し
、
一
九
六
九
年
か
ら
中
朝
関
係
は
回
復
に
向
か
い
始
め
る
。

（
27
） 『
労
働
新
聞
』
一
九
七
一
年
七
月
七
日
。

（
28
） 『
労
働
新
聞
』
一
九
七
一
年
七
月
一
二
日
。

（
29
） 

北
朝
鮮
の
最
高
人
民
会
議
常
任
委
員
会
委
員
長
で
あ
る
崔
庸
健
が
ベ
ト
ナ
ム
に
お
け
る
ホ
ー
・
チ
・
ミ
ン
の
葬
儀
に
参
加
し
た
帰
路
に
北
京
に

立
ち
寄
り
、
一
九
六
九
年
九
月
一
〇
日
と
一
一
日
に
周
恩
来
と
会
談
し
た
こ
と
に
よ
っ
て
中
朝
関
係
は
改
善
に
向
か
っ
た
（
中
共
中
央
文
献
研

究
室
編
『
周
恩
来
年
譜
（
一
九
四
九
―
一
九
七
六
）』
下
巻
、
北
京
、
中
央
文
献
出
版
社
、
一
九
九
七
年
、
三
二
〇
頁
）。

（
30
） 

王
泰
平　

主
編
『
中
華
人
民
共
和
国
外
交
史　

第
三
巻　

一
九
七
〇
―
一
九
七
八
』（
北
京
、
世
界
知
識
出
版
社
、
一
九
九
九
年
）
三
九
―
四
〇

頁
。

（
31
） 

金
日
成
「
群
衆
大
会
で
行
っ
た
金
日
成
首
相
の
演
説
」『
労
働
新
聞
』
一
九
七
一
年
八
月
七
日
。

（
32
） 『
東
亜
日
報
』
一
九
七
一
年
八
月
一
二
日
。

（
33
） 『
東
亜
日
報
』
一
九
七
一
年
九
月
二
〇
日
、『
労
働
新
聞
』
一
九
七
一
年
九
月
二
一
日
。

（
34
） 

金
日
成
「
朝
鮮
民
主
主
義
人
民
共
和
国
の
当
面
し
た
政
治
、
経
済
政
策
と
い
く
つ
か
の
国
際
問
題
に
つ
い
て
（
日
本
の
『
読
売
新
聞
』
記
者
た

ち
が
提
起
し
た
質
問
に
対
す
る
回
答
）」『
労
働
新
聞
』
一
九
七
二
年
一
月
一
五
日
。

（
35
） 

金
日
成
「
ワ
シ
ン
ト
ン
に
あ
る
朝
鮮
問
題
研
究
所
所
長
に
送
っ
た
回
答
書
簡　

一
九
六
七
年
一
月
四
日
」『
金
日
成
著
作
集
』
第
二
一
巻
（
平
壌
、

朝
鮮
労
働
党
出
版
社
、
一
九
八
三
年
）
六
頁
。

（
36
） 

金
日
成
「
日
本
公
明
党
代
表
団
と
行
っ
た
談
話　

一
九
七
二
年
六
月
一
日
」『
金
日
成
著
作
集
』
第
二
七
巻
（
平
壌
、
朝
鮮
労
働
党
出
版
社
、

一
九
八
四
年
）
二
四
七
頁
。

（
37
） 『
朝
鮮
日
報
』
一
九
七
二
年
七
月
四
日
、『
労
働
新
聞
』
一
九
七
二
年
七
月
四
日
。

（
38
） 『
労
働
新
聞
』
一
九
七
二
年
七
月
二
七
日
。
一
三
ヶ
国
と
は
、
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
民
主
人
民
共
和
国
と
コ
ン
ゴ
人
民
共
和
国
（
現
在
の
コ
ン
ゴ
共
和

国
）、
ギ
ニ
ア
共
和
国
、
マ
リ
共
和
国
、
モ
ー
リ
タ
リ
ア
・
イ
ス
ラ
ム
共
和
国
、
イ
エ
メ
ン
民
主
人
民
共
和
国
（
現
在
は
、
イ
エ
メ
ン
・
ア
ラ
ブ
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共
和
国
と
統
一
し
て
イ
エ
メ
ン
共
和
国
）、
タ
ン
ザ
ニ
ア
連
合
共
和
国
、
シ
エ
ラ
レ
オ
ネ
共
和
国
、
ソ
マ
リ
ア
、
ス
ー
ダ
ン
民
主
共
和
国
（
現
在

の
ス
ー
ダ
ン
共
和
国
）、
イ
エ
メ
ン
・
ア
ラ
ブ
共
和
国
（
現
在
は
、
イ
エ
メ
ン
民
主
人
民
共
和
国
と
統
一
し
て
イ
エ
メ
ン
共
和
国
）、
ユ
ー
ゴ
ス

ラ
ビ
ア
社
会
主
義
連
邦
共
和
国
、
ザ
ン
ビ
ア
共
和
国
で
あ
る
。

（
39
） 『
労
働
新
聞
』
一
九
七
二
年
七
月
三
一
日
。

（
40
） 『
朝
鮮
日
報
』
一
九
七
二
年
七
月
二
五
日
。

（
41
） 『
労
働
新
聞
』
一
九
七
三
年
四
月
七
日
。

（
42
） 『
労
働
新
聞
』
一
九
七
三
年
四
月
一
二
日
。

（
43
） 『
労
働
新
聞
』
一
九
七
三
年
四
月
二
〇
日
。

（
44
） 『
労
働
新
聞
』
一
九
七
三
年
五
月
一
八
日
、『
労
働
新
聞
』
一
九
七
三
年
六
月
五
日
。

（
45
） 『
東
亜
日
報
』
一
九
七
三
年
六
月
二
三
日
。

（
46
） 

金
日
成
「
平
壌
市
群
衆
大
会
で
行
っ
た
金
日
成
同
志
の
演
説
」『
労
働
新
聞
』
一
九
七
三
年
六
月
二
四
日
。

（
47
） 『
朝
鮮
日
報
』
一
九
七
二
年
七
月
四
日
、『
労
働
新
聞
』
一
九
七
二
年
七
月
四
日
、『
東
亜
日
報
』
一
九
七
三
年
八
月
二
九
日
。

（
48
） 『
労
働
新
聞
』
一
九
七
三
年
九
月
一
三
日
。

（
49
） 『
労
働
新
聞
』
一
九
七
三
年
九
月
二
五
日
。

（
50
） 『
労
働
新
聞
』
一
九
七
三
年
一
〇
月
四
日
。

（
51
） 『
労
働
新
聞
』
一
九
七
三
年
一
〇
月
一
三
日
。

（
52
） 『
労
働
新
聞
』
一
九
七
三
年
一
〇
月
二
九
日
。

（
53
） 『
労
働
新
聞
』
一
九
七
三
年
一
一
月
一
六
日
。

（
54
） 『
労
働
新
聞
』
一
九
七
三
年
一
一
月
一
九
日
、『
労
働
新
聞
』
一
九
七
三
年
一
一
月
二
一
日
。

（
55
） 『
労
働
新
聞
』
一
九
七
三
年
一
一
月
二
二
日
。

（
56
） 『
労
働
新
聞
』
一
九
七
三
年
一
一
月
二
四
日
。

（
57
） 『
労
働
新
聞
』
一
九
七
四
年
三
月
二
六
日
。

（
58
） 『
労
働
新
聞
』
一
九
七
四
年
九
月
一
九
日
。
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（
59
） 『
労
働
新
聞
』
一
九
七
四
年
九
月
二
四
日
。

（
60
） 『
労
働
新
聞
』
一
九
七
四
年
一
一
月
二
七
日
。

（
61
） 『
朝
鮮
中
央
年
鑑
』
一
九
七
五
年
度
版
（
平
壌
、
朝
鮮
中
央
通
信
社
、
一
九
七
五
年
）
八
二
五
―
八
二
七
頁
。

（
62
） 

金
日
成
「
総
連
事
業
を
人
と
の
事
業
に
徹
底
的
に
転
換
さ
せ
る
こ
と
に
つ
い
て　

在
日
本
朝
鮮
人
祝
賀
団
と
行
っ
た
談
話　

一
九
七
五
年
五
月

五
日
」『
金
日
成
著
作
集
』
第
三
〇
巻
（
平
壌
、
朝
鮮
労
働
党
出
版
社
、
一
九
八
五
年
）
二
九
二
頁
。

（
63
） 

同
上
、
二
九
二
―
二
九
三
頁
。

（
64
） 『
労
働
新
聞
』
一
九
七
五
年
八
月
二
七
日
。

（
65
） 『
労
働
新
聞
』
一
九
七
五
年
八
月
一
一
日
。

（
66
） 『
朝
鮮
中
央
年
鑑
』
一
九
七
六
年
度
版
（
平
壌
、
朝
鮮
中
央
通
信
社
、
一
九
七
六
年
）
七
九
一
頁
。

（
67
） 『
労
働
新
聞
』
一
九
七
五
年
一
〇
月
二
三
日
。

（
68
） 『
労
働
新
聞
』
一
九
七
五
年
一
〇
月
三
一
日
。

（
69
） 『
東
亜
日
報
』
一
九
七
五
年
一
〇
月
三
〇
日
。

（
70
） 『
東
亜
日
報
』
一
九
七
五
年
一
一
月
一
九
日
、『
労
働
新
聞
』
一
九
七
五
年
一
一
月
二
〇
日
。

（
71
） 『
労
働
新
聞
』
一
九
七
六
年
八
月
一
九
日
。

（
72
） 『
労
働
新
聞
』
一
九
七
六
年
八
月
二
二
日
。

（
73
） 『
労
働
新
聞
』
一
九
七
六
年
八
月
二
〇
日
。

（
74
） 『
東
亜
日
報
』
一
九
七
六
年
八
月
二
〇
日
。

（
75
） 『
東
亜
日
報
』
一
九
七
六
年
八
月
二
三
日
。

（
76
） 『
東
亜
日
報
』
一
九
七
六
年
八
月
二
四
日
。

（
77
） 『
労
働
新
聞
』
一
九
七
六
年
九
月
二
三
日
。

（
78
） 『
労
働
新
聞
』
一
九
七
九
年
五
月
四
日
。
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C
S
R
と
情
報
倫
理

竹　

井　
　

潔

1
．
は
じ
め
に

二
〇
〇
八
年
後
半
の
世
界
経
済
の
状
況
は
、
ア
メ
リ
カ
の
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
ロ
ー
ン
問
題
か
ら
端
を
発
し
た
金
融
危
機
な
ど
、
ま
さ
に
今
ま

で
に
な
い
深
刻
な
状
況
を
迎
え
た
。
ア
メ
リ
カ
の
大
手
証
券
会
社
リ
ー
マ
ン
・
ブ
ラ
ザ
ー
ズ
が
経
営
破
た
ん
し
た
こ
と
は
世
界
中
に
大
き

な
影
響
を
与
え
た
。
資
本
主
義
の
あ
り
か
た
が
問
わ
れ
、
今
ま
で
の
経
済
中
心
的
価
値
が
崩
れ
去
っ
て
き
た
。
ま
た
、
企
業
の
不
祥
事
は
新

聞
・
T
V
で
日
常
茶
飯
事
の
出
来
事
と
し
て
報
じ
ら
れ
て
い
る
。
コ
ス
ト
至
上
主
義
に
よ
る
「
安
く
、
早
く
」
を
追
求
す
る
あ
ま
り
、
マ
ン

シ
ョ
ン
購
入
者
を
欺
い
た
耐
震
強
度
偽
装
事
件
。
誰
が
そ
の
責
任
を
と
る
の
か
が
問
わ
れ
た
。
偽
装
食
品
に
ま
つ
わ
る
偽
装
事
件
も
後
を
絶

た
な
い
。
汚
染
米
を
国
産
偽
装
し
て
転
売
し
て
、
不
正
な
利
益
を
あ
げ
て
い
た
こ
と
な
ど
も
大
き
な
大
事
件
と
な
っ
た
。
食
品
会
社
の
賞
味

期
限
を
偽
っ
た
り
、
原
材
料
を
偽
っ
た
り
な
ど
消
費
者
を
欺
い
て
目
先
の
利
益
を
追
求
す
る
企
業
が
多
い
偽
装
事
件
が
目
に
付
く
。
偽
装

の
結
果
、
老
舗
や
特
産
の
看
板
が
、
寝
耳
に
水
の
ご
と
く
失
墜
し
、
大
き
な
シ
ョ
ッ
ク
を
わ
れ
わ
れ
に
与
え
る
こ
と
に
な
る
。
儲
け
る
こ

と
が
最
大
の
価
値
と
な
り
、
倫
理
観
を
見
失
っ
て
し
ま
っ
た
老
舗
が
、
消
費
者
を
欺
き
取
り
返
し
の
つ
か
な
い
信
用
失
墜
に
陥
っ
て
し
ま
っ

た
。
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こ
う
し
た
状
況
の
中
で
社
会
に
問
わ
れ
て
い
る
の
は
、
倫
理
観
の
欠
如
で
あ
る
。
倫
理
観
の
欠
如
と
い
う
こ
と
は
、
他
者
に
対
し
て

の
か
か
わ
り
が
不
誠
実
で
あ
る
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
他
者
に
対
し
て
誠
実
で
あ
る
こ
と
が
社
会
で
、
ビ
ジ
ネ
ス
で
、
企
業
経
営
で
今

の
時
代
に
一
番
求
め
ら
れ
て
い
る
も
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
企
業
の
不
祥
事
が
相
次
ぐ
中
で
、
昨
今
改
め
て
C
S
R
（C

orporate Social 

R
esponsibility

―
企
業
の
社
会
的
責
任
）
が
問
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
新
た
な
経
営
の
価
値
観
と
し
て
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

企
業
のcore value
（
中
心
価
値
）
もeconom

ic value

（
経
済
的
価
値
）
中
心
か
らethical values

（
倫
理
的
価
値
）
へ
の
価
値
転
換
が

求
め
ら
れ
る
。
滝
川
好
夫
の
提
唱
す
る
道
徳
経
済
）
1
（

も
今
後
の
経
済
社
会
の
方
向
づ
け
を
し
よ
う
と
す
る
一
つ
の
試
み
で
あ
る
。

グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
進
展
に
伴
い
企
業
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変
化
し
て
き
た
。
急
速
な
I
T
に
よ
る
情
報
通
信
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
の
普
及
に
よ
り
時
間
的
・
空
間
的
な
制
約
が
な
く
な
り
、
企
業
行
動
の
影
響
は
グ
ロ
ー
バ
ル
化
し
て
き
て
い
る
。
ま
さ
に
企
業
経
営

は
グ
ロ
ー
バ
ル
レ
ベ
ル
で
C
S
R
の
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
C
S
R
の
実
践
は
企
業
の
社
会
的
責
任
と
し

て
、
企
業
の
不
祥
事
を
防
ぐ
と
と
も
に
、
社
会
貢
献
活
動
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
く
活
動
で
あ
る
が
、
グ
ロ
ー
バ
ル
化
・
情
報
化
し
て
き
て

い
る
情
報
社
会
に
お
け
る
I
T
企
業
の
社
会
に
与
え
る
影
響
、
責
任
は
大
き
い
。

本
稿
で
は
、
C
S
R
の
現
状
を
確
認
す
る
と
同
時
に
I
T
企
業
の
C
S
R
、
さ
ら
に
I
T
企
業
に
お
け
る
情
報
倫
理
の
必
要
性
に
つ
い
て

考
察
す
る
。

2
．
C
S
R
の
背
景
と
歴
史
的
意
義

米
国
で
企
業
の
社
会
的
責
任
の
必
要
性
がSocial R

esponsibility 

と
い
う
言
葉
を
用
い
て
論
じ
ら
れ
た
の
は
一
九
二
四
年
のO

. 

Sheldon

が
最
初
で
あ
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。T

he Philosophy of M
anagem

ent 

の
中
で “T

he Social R
esponsibility of M

anagem
ent ”
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に
つ
い
て
記
述
し
て
い
る
。O

. Sheldon

は
、「
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
社
会
的
責
任
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
の
経
済
的
な
奉
仕
が
物
質
面
だ
け

で
は
な
く
精
神
面
の
奉
仕
を
協
力
し
て
行
っ
て
い
く
と
い
う
道
を
切
り
開
く
も
の
で
あ
る
）
2
（

」
と
述
べ
て
い
る
。

一
九
二
〇
年
代
の
C
S
R
の
擁
護
者
た
ち
は
、
石
油
や
電
力
、
電
話
、
自
動
車
と
い
っ
た
大
企
業
の
C
E
O
や
ビ
ジ
ネ
ス
リ
ー
ダ
ー
た

ち
で
あ
っ
た
）
3
（

。
そ
し
て
米
国
で
社
会
的
企
業
論
が
本
格
的
に
論
議
さ
れ
だ
し
た
の
は
、
一
九
四
九
年
の
ハ
ー
バ
ー
ド
大
学
に
お
け
る
「
校
友

会
」
に
お
い
て
で
あ
る
）
4
（

。

一
九
五
〇
年
代
の
C
S
R
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
は
主
と
し
て
社
会
に
対
す
る
企
業
の
責
務
と
い
う
こ
と
を
前
提
と
し
て
い
た
）
5
（

。

一
九
六
二
年
に
ケ
ネ
デ
ィ
大
統
領
が
「
消
費
者
の
四
つ
の
権
利
」
を
宣
言
し
、
新
た
な
消
費
者
活
動
の
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
と
な
っ
た
。
象
徴

的
な
事
例
と
し
て
は
、
G
M
に
対
す
る
欠
陥
車
の
訴
訟
や
社
会
的
責
任
を
要
求
す
る
運
動
へ
と
展
開
し
た
こ
と
な
ど
で
あ
る
。
一
九
七
〇

年
代
に
入
る
と
多
く
の
企
業
の
不
祥
事
が
発
生
し
、
ウ
ォ
ー
タ
ー
ゲ
ー
ト
事
件
な
ど
が
世
間
を
騒
が
せ
、
企
業
倫
理
が
改
め
て
問
わ
れ
る
よ

う
に
な
っ
た
。

一
九
九
〇
年
代
に
入
っ
て
か
ら
C
S
R
の
考
え
方
は
、
フ
ィ
ラ
ン
ソ
ロ
フ
ィ
ー
を
通
し
て
、
社
会
的
責
務
を
果
た
す
こ
と
か
ら
、
よ
り

戦
略
的
な
レ
ベ
ル
に
シ
フ
ト
し
、
企
業
の
目
標
の
社
会
的
戦
略
と
結
び
つ
い
た
）
6
（

。
一
九
〇
〇
年
代
の
社
会
的
責
任
と
呼
ば
れ
る
も
の
は
、
慈

善
の
寄
付
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
へ
の
貢
献
、
従
業
員
の
福
利
増
大
、
宗
教
的
行
為
な
ど
様
々
な
形
を
と
っ
て
き
た
。
米
国
に
お
け
る
C
S
R

は
、
地
域
社
会
へ
の
貢
献
や
寄
付
行
為
な
ど
、
企
業
の
社
会
貢
献
活
動
の
概
念
が
強
か
っ
た
。

二
〇
〇
〇
年
代
に
入
る
と
、
二
〇
〇
一
年
の
エ
ン
ロ
ン
事
件
な
ど
エ
ネ
ル
ギ
ー
大
手
企
業
の
巨
額
の
不
正
経
理
・
不
正
取
引
に
よ
る
経
営

破
綻
や
、
様
々
な
企
業
に
よ
る
法
令
遵
守
違
反
が
発
生
し
た
こ
と
を
背
景
に
、
企
業
倫
理
が
企
業
の
不
祥
事
に
対
す
る
予
防
的
な
様
相
を
呈

し
て
き
た
。
C
S
R
は
寄
付
行
為
、
地
域
社
会
へ
の
貢
献
、
環
境
問
題
へ
の
取
り
組
み
な
ど
社
会
貢
献
活
動
と
、
企
業
の
不
祥
事
を
防
止

す
る
こ
と
に
重
点
を
置
い
た
企
業
倫
理
の
二
つ
の
側
面
を
持
ち
な
が
ら
時
代
と
と
も
に
そ
の
概
念
が
形
成
さ
れ
て
き
て
い
る
。

と
こ
ろ
で
、
C
S
R
と
非
常
に
関
係
の
深
い
S
R
I
（Social R

esponsible Investm
ent

―
社
会
的
責
任
投
資
）
は
宗
教
的
・
倫
理
的
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